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現
在
の
学
習
院
戸
山
キ
ャ
ン
パ
ス
正
門

神
田
錦
町
に
開
業
当
初
の
学
習
院
校
舎
と
正
門



だいがくのたから

重
要
文
化
財
　
学
習
院
旧
正
門

　

学
習
院
戸
山
キ
ャ
ン
パ
ス
正
門
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
こ
の
門
は
、
１
８
７
７
（
明
治
10
）
年
、

神
田
錦
町
に
開
業
し
た
学
習
院
の
正
門
と
し
て
建
設
さ
れ
た
。
学
習
院
に
伝
存
す
る
建
造
物
と
し
て

は
最
も
古
い
。
１
８
８
６
（
明
治
19
）
年
に
神
田
錦
町
の
校
舎
が
焼
失
し
た
後
、
門
は
移
築
さ
れ
て

東
京
向
島
の
鐘
淵
紡
績
株
式
会
社
の
所
有
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
卒
業
生
の
復
帰
運
動
に
よ
っ
て
学

習
院
に
戻
さ
れ
、
１
９
３
０
（
昭
和
５
）
年
に
目
白
の
学
習
院
構
内
に
あ
る
「
御
榊
壇
」
前
に
据
え

ら
れ
た
。
１
９
５
０
（
昭
和
25
）
年
、
こ
の
年
開
学
し
た
学
習
院
大
学
短
期
大
学
部
（
１
９
５
３
年

か
ら
学
習
院
女
子
短
期
大
学
、
１
９
９
８
年
か
ら
学
習
院
女
子
大
学
）、
お
よ
び
学
習
院
女
子
中
等
科･

女
子
高
等
科
の
正
門
と
し
て
現
在
地
に
移
設
さ
れ
た
。
移
設
の
発
案
は
、
当
時
戸
山
に
あ
っ
た
学
習

院
中
等
科
（
男
子
）
の
児
玉
幸
多
科
長
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

鋳
鉄
製
の
門
は
和
洋
折
衷
の
意
匠
で
、
左
右
に
脇
門
と
袖
塀
を
持
つ
。
門
柱
は
透
か
し
の
唐
草
文

様
を
鋳
出
し
た
４
枚
の
側
板
か
ら
な
り
、
頭
部
に
は
宝
珠
様
の
飾
り
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
明
治
時

代
初
期
の
様
式
と
鋳
造
技
術
を
伝
え
る
貴
重
な
遺
構
と
し
て
、
１
９
７
３
（
昭
和
48
）
年
に
国
の
重

要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
た
。
２
０
０
６
（
平
成
18
）
〜
２
０
０
７
（
平
成
19
）
年
に
か
け
て
、
明

治
通
り
の
拡
幅
に
伴
う
移
設
を
機
に
解
体･

修
理
工
事
が
実
施
さ
れ
、
建
造
当
時
の
弁
柄
色
の
姿
が

蘇
っ
た
。

学習院女子大学



　大阪薬科大学では、講義と実習を通じて薬学の基
礎と応用を学ぶとともに、将来必要な専門知識や技
能を効果的に修得します。また、薬剤師国家試験に
おいては、これまで培ってきたノウハウを生かした
きめ細かな指導により、毎年全国平均を上回る高い
合格率を維持しています。
　110年を超える伝統と実績を受け継ぎ、大阪薬科大
学は、さらなる発展を目指しています。

〈表紙写真〉

実習に取り組む薬学生（大阪薬科大学）



創立110年を超える 歴史と伝統

明治41年頃の南久太郎町校舎 現在のキャンパス

　かつて薬の町と呼ばれた大阪道修町は、薬業のみならず、

薬学教育発祥の地として広く知られています。大阪薬科大学

は、1904（明治37）年にこの地に創設された大阪道修薬学

校を前身とする、110年を超える歴史と伝統のある大学です。

卒業生の多くは薬剤師として活躍し、また、薬業関連企業を

はじめ各種企業や行政機関にも優秀な人材を輩出しており、

幅広い信頼を得ています。

大学点描



社会に貢献できる、
� 薬の専門家を育成

　薬を通じて社会に貢献する―これが薬学を志す者の使命です。大阪薬

科大学には、講義と実習を通じて、薬学の基礎を学んだ上で、さらに進路

に応じた高い専門知識の修得に専念できる教育環境が整っています。

　医療の担い手にふさわしい倫理性と社会性を身に付けるためのヒューマ

ニズム教育、および薬剤師として必要な知識・技能や態度を修得するため

の病院と薬局における参加型実務実習を行うとともに、問題発見・解決能

力を育成するために研究室に所属し卒業研究を行います。



きめ細かなキャリアサポートと
� 卓越した就職実績

　入学時からキャリアガイダンスを行うことにより、早期から就職を意識。

個人面談や面接トレーニング、各種対策講座、インターンシップ制度といっ

たサポート体制も整っており、学生一人一人の将来設計に合わせた就職の

実現をバックアップしています。

　卒業生は、薬業関連企業、病院や薬局、官公庁、大学などの教育研究機

関といった幅広いフィールドで活躍しています。



次世代を担う
良質な医療人の養成を目指して
平成28年4月、学校法人大阪医科薬科大学が発足
　学校法人大阪医科大学と学校法人大阪薬科大学は、我が国の人口構
造と社会情勢の変化を見据え、次世代を担う良質の医療人の養成、並
びに医学・薬学・看護学が連携・融和する先進的医療体制の構築・提
供を目指し、特色ある学際的教育・研究とチーム医療教育を推進する
とともに、魅力ある学校作りを行い、併せて新法人大阪医科薬科大学
の運営と経営の基盤を強化することを目的として法人合併しました。
　また、本法人合併によって、両法人の設置する各学校における教育・
研究の高質化と、それらに必要な環境整備の推進を図りつつ、優秀な
学生・生徒を継続的に確保し、それにより永続性・公共性を担保する
とともに、教育・研究と医療を中心とするCenter of Community とし
て本邦有数の医療系総合大学・中等学園への発展を目指します。



　

大
阪
薬
科
大
学
は
１
９
０
４
年
に
大
阪
道
修
薬
学
校
と
し

て
生
ま
れ
、
以
来
、
２
万
人
を
超
え
る
卒
業
生
を
薬
学
人
と

し
て
世
に
送
り
出
し
、
彼
ら
は
薬
学
関
連
分
野
で
幅
広
く
活

躍
し
て
い
ま
す
。
医
療・

薬
物
治
療・

生
命
科
学
分
野
の
目

ざ
ま
し
い
進
歩
に
伴
い
始
ま
っ
た
薬
学
教
育
６
年
制
も
10
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
、
医
学・

薬
学・

看
護
学
の
専

門
職
連
携
教
育
（IPE

：Inter Professional Education

）

は
必
須
と
な
り
、
本
学
は
大
阪
医
科
大
学
と
タ
ッ
グ
を
組
み
、

日
本
の
薬
系
大
学
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
さ
ら
に
優
秀
な
薬

学
人・
薬
剤
師
養
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

学
校
法
人
大
阪
医
科
薬
科
大
学
の

一
員
と
し
て

政
田 

幹
夫
●
大
阪
薬
科
大
学
学
長
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２
０
１
７
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
日
本
私
立
大
学
連
盟
加
盟
大
学
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
、
関
係
各
位
の
ご
健
勝
ご
多
幸

を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
存
知
の
通
り
、
平
成
27
年
度
の
私
立
大
学
等
の
経
常
的
経
費
に
対
す
る
補
助
割
合
が
９・

９
％
に
陥
り
、
私
立
学
校
振
興

助
成
法
が
成
立
し
た
１
９
７
５
年
以
前
の
数
値
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
助
成
法
制
定
時
の
参
議
院
文
教
委
員
会
の
附
帯
決

議
に
お
い
て
「
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
２
分
の
１
と
す
る
よ
う
努
め
る
」
と
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
１
９
８
０
年
度

の
29・

５
％
を
ピ
ー
ク
に
、
補
助
割
合
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
り
続
け
て
い
ま
す
。「
教
育
条
件
の
維
持
及
び
向
上
」、「
学
生
等

に
係
る
修
学
上
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
」、「
私
立
学
校
経
営
の
健
全
性
の
向
上
」
と
い
う
私
学
振
興
に
向
け
た
三
つ
の
目
的
を

達
成
す
る
た
め
、
先
達
の
熱
意
と
尽
力
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
私
立
学
校
振
興
助
成
法
の
精
神
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
、
形
骸
化

さ
れ
て
い
る
状
態
と
い
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

　

私
立
大
学
は
こ
れ
ま
で
も
、
わ
が
国
の
歴
史
の
大
き
な
転
換
点
で
極
め
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
明
治
期
の

急
速
な
近
代
化
の
実
現
は
、
そ
れ
を
支
え
る
多
く
の
優
れ
た
市
民・
国
民
を
私
立
学
校
が
育
て
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
驚
異
的
な
早
さ
に
よ
る
復
興
、
さ
ら
に
は
高
度
経
済
成
長
も
、
私
立
大
学
が
多
く
の
有
為
の
人
材
に
高

等
教
育
を
施
し
、
全
国
く
ま
な
く
分
厚
い
中
間
層
を
形
成
し
た
か
ら
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
人

口
急
増
期
の
高
等
教
育
進
学
率
の
上
昇
に
対
応
し
た
の
も
私
立
大
学
で
す
。
そ
の
結
果
、
現
在
で
は
、
わ
が
国
の
学
部
学
生
の

鎌
田 

薫
●
本
連
盟
会
長
、
早
稲
田
大
学
総
長

個
性
輝
く
私
立
大
学
の
存
在
を
示
す
年
に

2 0 1 7
年頭所感
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約
８
割
が
私
学
に
在
籍
す
る
に
至
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
私
立
大
学
は
常
に
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
わ
が
国
の
知
的

水
準
を
幅
広
く
か
つ
高
度
な
も
の
に
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
国
の
高
等
教
育
に
対
す
る
公
財
政
支
出
の
現
状
は
、
国
際
比
較
に
基
づ
い
て
見
れ
ば
、
全
体
と
し
て
極
め

て
低
い
水
準
で
あ
り
、
と
り
わ
け
学
生
１
人
当
た
り
の
公
財
政
支
出
で
は
国
私
間
に
約
13
倍
と
い
う
不
合
理
な
格
差
が
存
在
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
国
立
大
学
の
授
業
料
と
私
立
大
学
の
授
業
料
と
の
間
に
大
き
な
差
が
あ
り
、
こ
れ
は
、
実
質
的

に
は
国
立
大
学
生
に
国
が
そ
の
差
額
相
当
額
の
給
付
奨
学
金
を
支
払
っ
て
い
る
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
国
立
大

学
の
学
生
の
30
％
が
授
業
料
減
免
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
私
立
大
学
は
約
２
％
に
過
ぎ
な
い
な
ど
、
国
立
大
学
と

私
立
大
学
と
の
間
に
は
大
き
な
格
差
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
あ
る
高
名
な
研
究
者
は
、「
私
立
大
学
に
対
す
る
公
財
政
支
出
が
も

た
ら
す
経
済
的・

社
会
的
効
果
は
、
税
収
増
や
社
会
福
祉
関
係
の
支
出
削
減
な
ど
公
財
政
に
も
た
ら
す
改
善
効
果
だ
け
で
も
、

公
財
政
支
出
額
の
10
倍
に
上
る
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
同
じ
公
教
育
を
担
う
大
学
の
間
に
、
設
置
形
態
の
違
い
に
よ
っ
て
こ

の
よ
う
に
大
き
な
格
差
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
は
何
の
合
理
性
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

新
し
い
時
代
を
支
え
る
人
材
の
育
成
と
い
う
高
等
教
育
機
関
に
託
さ
れ
た
社
会
的
使
命
を
遂
行
す
る
た
め
に
、
私
立
大
学
は

自
助
努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
努
力
も
も
は
や
限
界
に
達
し
て
い
ま
す
。
よ
り
強
固
な
公
的
支
援
を
実
現
さ
せ
る

た
め
に
は
、
わ
れ
わ
れ
私
立
大
学
自
ら
が
声
を
挙
げ
、
私
立
大
学
の
果
た
し
て
い
る
社
会
的
な
役
割
の
重
要
性
と
そ
れ
を
実
現

す
る
上
で
の
公
的
支
援
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
広
く
社
会
の
理
解
を
得
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　

連
盟
で
は
、
今
こ
そ
、
事
業
者
団
体
と
し
て
の
役
割
を
大
い
に
発
揮
し
、
加
盟
大
学
の
皆
さ
ま
と
危
機
意
識
を
共
有
し
た
上

で
、
一
体
と
な
っ
て
私
立
大
学
の
新
し
い
潮
流
を
作
り
出
す
行
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
所
存
で
す
。
私
立
大
学
に
お
け

る
教
育
の
質
と
量
の
充
実
を
図
り
、
さ
ら
に
い
っ
そ
う
高
度
な
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
、
私
立
大
学
等
を
基
幹
と
し
た
高
等
教

育
政
策
を
実
現
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
わ
が
国
を
さ
ら
な
る
発
展
へ
と
導
く
鍵
を
握
っ
て
い
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
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�

「
人
間
の
教
育
を
受
け
持
つ
者
」（『
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
』）

は
じ
め
に
―
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
源

　

大
学
は
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
修
道
院
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ

教
育
か
ら
誕
生
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
と
は

何
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
、
ど
う
発
展
し
た
の
か
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
古
代
ギ
リ
シ
ア・

ロ
ー
マ
社
会
か
ら
中

世
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
を
経
て
近
世
に
至
る
ま
で
、
自
由
人

の
教
育
の
た
め
に
「
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
」
と
呼
ば
れ
る
「
自

由
（
学
芸
）
七
科
」
が
教
え
ら
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、「
三

科
」
と
呼
ば
れ
る
「
文
法
学
」「
修
辞
学
」「
論
理
学
」
と
、

「
四
科
」
と
呼
ば
れ
る
「
代
数
学
」「
幾
何
学
」「
天
文
学
」

「
音
楽
（
理
論
）」
で
あ
る
。
そ
の
源
は
、紀
元
前
４
世
紀
の
ア

テ
ネ
の
黄
金
時
代
に
イ
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
プ
ラ
ト
ン
、
ア
リ
ス

ト
テ
レ
ス
の
３
人
が
始
め
た
私
塾
的
な
学
校
に
さ
か
の
ぼ
る
。

　

イ
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
弟
子
で
も
あ
り
、
ゴ
ル

ギ
ア
ス
の
弟
子
で
も
あ
っ
た
。
民
主
主
義
社
会
の
指
導
者
に

欠
か
せ
な
い
「
演
説
」
の
方
法
を
教
え
る
「
修
辞
学
校
」
を

始
め
て
、「
修
辞
学
」
を
教
え
た
。

　

プ
ラ
ト
ン
は
師
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
没
後
に
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
の
影

響
も
受
け
、
当
時
ア
テ
ネ
の
北
西
の
郊
外
で
あ
っ
た
「
ア
カ

デ
メ
イ
ア
」
で
学
校
を
開
い
た
。
そ
こ
で
教
え
た
こ
と
は
、

プ
ラ
ト
ン
の
『
対
話
篇
』
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
プ
ラ
ト

ン
の
学
校
で
は
、
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
に
由
来
す
る
ピ
タ
ゴ
ラ
ス

の
学
問
の
影
響
を
受
け
て
「
代
数
学
」「
幾
何
学
」「
天
文
学
」

「
音
楽
（
理
論
）」
を
教
え
た
。
そ
れ
ら
は
ま
と
め
て
「
数
学
」

と
呼
ば
れ
た
（
後
の
「
四
科
」）。
こ
れ
ら
を
基
礎
と
し
て
、

上
級
の
学
問
で
あ
る
「
哲
学
」（
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
に
由
来
す
る
言

葉
）
と
し
て
「
対
話
法
」
を
教
え
た
。

　

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
プ
ラ
ト
ン
の
弟
子
で
あ
っ
た
が
、
師

山
田 

耕
太
●
敬
和
学
園
大
学
長

人
間
の
教
育
と
し
て
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
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の
死
後
、
当
時
ア
テ
ネ
の
東
の
郊
外
で
あ
っ
た
「
リ
ュ
ケ
イ

オ
ン
」
で
学
校
を
開
い
た
。
そ
こ
で
教
え
た
こ
と
は
『
ア
リ

ス
ト
テ
レ
ス
全
集
』
に
残
さ
れ
て
い
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

は
プ
ラ
ト
ン
の
イ
デ
ア
の
世
界
を
否
定
し
、
イ
デ
ア
の
世
界

に
導
く
「
真
理
」
で
は
な
い
と
プ
ラ
ト
ン
が
退
け
た
「
真
理

ら
し
き
も
の
」
を
根
拠
に
す
る
「
修
辞
学
」
や
「
詩
学
」（
悲

劇・

喜
劇
な
ど
の
文
学
）
も
学
問
体
系
の
中
に
含
め
た
。
す

な
わ
ち
、
理
論
学
で
あ
る
「
数
学
」「
自
然
学
」「
神
学
」、
都

市
国
家
で
の
実
践
学
で
あ
る
「
政
治
学
」
と
「
倫
理
学
」、
ド

ラ
マ
の
制
作
術
の
『
詩
学
』
と
演
説
の
制
作
術
の
『
弁
論
術
』

（
修
辞
学
）、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
学
問
と
技
術
の
「
道
具
の
学
」

（
方
法
論
）
と
し
て
の
「
論
理
学
」（
弁
証
術
）
で
あ
る
。

１　
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
形
成

　

紀
元
前
４
世
紀
に
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
大
王
が
登
場
し
て

都
市
国
家
を
滅
ぼ
し
、
圧
倒
的
な
軍
事
力
を
背
景
に
し
た
帝

国
が
出
現
す
る
と
、
ス
ト
ア
派
、
エ
ピ
ク
ロ
ス
派
、
懐
疑
派

と
い
う
折
衷
主
義
の
哲
学
が
広
ま
っ
た
。
と
り
わ
け
、
ス
ト

ア
派
で
は
「
言
葉
の
学
」（
後
の
「
三
科
」）
と
呼
ば
れ
る
「
文

法
学
」「
修
辞
学
」「
論
理
学
」
を
基
礎
に
学
ん
だ
。

　
「
三
科
」
と
「
四
科
」
の
統
合
は
、
ソ
フ
ィ
ス
ト
の
ヒ
ッ
ピ

ア
ス
が
「
修
辞
学
」
の
一
部
の
「
記
憶
術
」
と
「
四
科
」
を

結
び
合
わ
せ
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の

フ
ィ
ロ
ン
の
著
作
を
見
る
と
、
紀
元
前
１
世
紀
頃
に
は
「
三

科
」
と
「
四
科
」
で
構
成
さ
れ
た
「
自
由
七
科
」
が
既
に
形

成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
「
自
由
七
科
」
は
互
い
に
繋
が
り
合
っ
た
「
一
つ
の
真
理
」

の
「
多
様
な
面
」
と
考
え
ら
れ
、「
円
環
的
な
パ
イ
デ
イ
ア
」

（
エ
ン
キ
ュ
ク
リ
オ
ス・

パ
イ
デ
イ
ア
）
と
ギ
リ
シ
ア
語
で
呼

ば
れ
て
い
た
。
ロ
ー
マ
の
ワ
ッ
ロ
や
キ
ケ
ロ
は
、
そ
れ
を
ラ

テ
ン
語
で
「
フ
マ
ニ
タ
ー
ス
」（
人
間
性
）
と
訳
し
た
。

　

フ
ィ
ロ
ン
は
、「
自
由
七
科
」
を
「
無
教
養
」
と
「
教
養
」

の
中
間
の
「
前
教
養
」
の
段
階
に
位
置
付
け
た
。
ユ
ダ
ヤ
人

の
フ
ィ
ロ
ン
に
と
っ
て
、「
教
養
」
と
は
「
哲
学
」
そ
の
も
の

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
内
容
は
「
旧
約
聖
書
」
の
哲
学
的
な
解

釈
、
す
な
わ
ち
「
神
学
」
で
あ
っ
た
。
フ
ィ
ロ
ン
に
由
来
し

て
、
中
世
思
想
を
支
配
す
る
「
哲
学
は
神
学
の
奴
婢
」
と
い

う
ス
コ
ラ
哲
学
の
枠
組
み
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
「
自
由
七
科
」
の
「
言
葉
の
学
」
と
称

さ
れ
た
文
系
「
三
科
」
と
「
数
学
」
と
称
さ
れ
た
理
系
「
四

科
」
は
、
現
代
流
に
表
現
し
直
せ
ば
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
」
と
「
数
学
」
に
裏
打
ち
さ
れ
た
「
世
界
観
学
」、
あ
る
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い
は
「
宇
宙
論
」
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。

２　
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
と
大
学

　

12
世
紀
ル
ネ
サ
ン
ス
に
お
い
て
、
修
道
院
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
教
育
を
土
台
に
し
て
専
門
教
育
の
学
部
が
で
き
、
大
学
が

誕
生
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ア
ル
プ
ス
の
南
側
の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

で
は
法
学
部
、
サ
レ
ル
ノ
で
は
医
学
部
、
ア
ル
プ
ス
の
北
側

の
パ
リ
で
は
神
学
部
が
創
設
さ
れ
て
大
学
が
始
ま
っ
た
。

　

中
世
の
半
ば
を
過
ぎ
る
と
、
大
学
は
「
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ

学
部
（
後
に
哲
学
部
と
呼
ば
れ
る
）」「
法
学
部
」「
医
学
部
」

「
神
学
部
」
の
４
学
部
体
制
に
な
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
に
広

ま
り
、
中
世
末
期
ま
で
に
そ
の
数
は
70
を
越
え
た
。

　

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
「
三
科
」
の
「
文
法
学
」
の
初
級
文
法

で
は
ギ
リ
シ
ア
語
や
ラ
テ
ン
語
の
文
法
を
学
び
、
上
級
文
法

は
ギ
リ
シ
ア・

ロ
ー
マ
の
哲
学
書
、
歴
史
書
、
文
学
書
（
抒

情
詩・

叙
事
詩・

悲
劇・

喜
劇
）
を
素
材
に
し
て
学
ん
だ
。

そ
こ
か
ら
「
哲
学
」「
歴
史
」「
文
学
」
と
い
う
「
人
文
学
」

（
フ
マ
ニ
タ
ー
ス
）
の
柱
が
分
れ
て
い
き
、
知
性
と
と
も
に
感

性
が
磨
か
れ
た
。「
修
辞
学
」
と
「
論
理
学
」
で
は
議
論
の
方

法
を
身
に
付
け
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
「
四
科
」
の
「
数
学
」

で
は
理
性
が
培
わ
れ
、
合
理
的
精
神
が
養
わ
れ
た
。

　

し
か
し
、
大
学
が
発
足
す
る
は
る
か
以
前
、
紀
元
前
４
世

紀
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
時
代
か
ら
同
業
者
間
で
医
学
の
技
術

教
育
が
行
わ
れ
、
紀
元
２
世
紀
か
ら
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
を

は
じ
め
と
す
る
各
地
で
は
神
学
の
実
践
教
育
が
行
わ
れ
、
６

世
紀
の
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
の
時
代
か
ら
東
ロ
ー
マ
帝
国
で

は
ロ
ー
マ
法
の
実
務
教
育
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　

大
学
は
「
普
遍
的
な
価
値
観
」
を
養
い
、
知
性
や
感
性
や

理
性
に
よ
っ
て
「
人
間
性
」
を
培
う
「
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教

育
」
を
土
台
に
し
て
、
裁
判
官・

医
師・

聖
職
者
な
ど
国
家

が
要
請
す
る
専
門
職
を
育
成
す
る
た
め
の
「
専
門
教
育
」
を

施
す
と
い
う
点
で
、
そ
れ
以
前
の
「
技
術
教
育
」「
技
能
教

育
」
と
は
時
代
を
画
し
て
い
る
。

３　
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
展
開

　

宗
教
改
革
に
よ
る
信
仰
の
再
発
見
と
強
調
に
よ
っ
て
、
理

性
と
信
仰
は
遊
離
し
、
理
性
を
土
台
に
し
た
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
と
哲
学
、
ま
た
そ
の
上
に
築
か
れ
た
信
仰
に
よ
る
神
学
と

い
う
中
世
の
ス
コ
ラ
的
枠
組
み
が
崩
れ
て
い
っ
た
。

　

ほ
ぼ
同
時
期
に
、
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
や
ガ
リ
レ
オ
ら
に
よ
る

天
文
学
的
発
見
に
よ
っ
て
、
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
の
天
文
学
は

崩
れ
、
天
文
学
を
は
じ
め
と
し
た
科
学
革
命
が
起
こ
り
、
科
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学
を
擁
護
す
る
デ
カ
ル
ト
の
『
方
法
序
説
』
が
登
場
し
た
。

　

従
来
の
「
三
科
」
と
「
四
科
」
と
い
う
領
域
は
時
代
の
変

遷
と
と
も
に
「
人
文
学
」
と
「
自
然
科
学
」
へ
と
拡
大
し
、

ま
た
拡
散
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
精
神
は
残
っ
た
。

　

フ
ラ
ン
シ
ス・

ベ
ー
コ
ン
は
『
学
問
の
進
歩
』
に
お
い
て
、

従
来
の
人
文
学
の
方
法
論
で
あ
る
演
繹
法
に
基
づ
い
て
、「
人

間
の
知
で
あ
る
学
問
」
の
「
文
学・

歴
史・

哲
学
」
と
「
神

の
啓
示
に
よ
る
学
問
」
の
「
神
学
」
を
分
け
て
述
べ
た
。
ま

た
、
新
し
い
科
学
の
方
法
論
で
あ
る
帰
納
法
に
つ
い
て
は
『
ノ

ヴ
ム・

オ
ル
ガ
ヌ
ム
（
新
機
関
）』
で
述
べ
、
さ
ら
に
、
科
学

の
研
究
を
促
す
研
究
機
関
に
つ
い
て
は
最
晩
年
の
『
ニ
ュ
ー・

ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
』
で
構
想
し
た
。
そ
れ
は
、
そ
の
三
、
四

十
年
後
に
発
足
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
王
立
学
士
院
や
フ
ラ
ン
ス

学
士
院
の
設
立
を
促
し
た
。

　

デ
カ
ル
ト
の
科
学
的
精
神
に
基
づ
く
哲
学
に
対
し
て
、
一

方
で
は
、
パ
ス
カ
ル
が
「
原
パ
ン
セ
」
と
も
い
う
べ
き
『
愛

の
情
念
に
つ
い
て
』
と
、
そ
れ
を
展
開
さ
せ
た
『
パ
ン
セ
』

に
お
い
て
、
科
学
的
精
神
の
「
幾
何
学
的
精
神
」
に
対
し
て

人
文
学
的
精
神
で
も
あ
る
「
繊
細
な
精
神
」
を
立
て
て
、
両

者
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
他
方
、「
歴
史
哲
学
の

父
」
ヴ
ィ
ー
コ
は
『
学
問
の
方
法
』
で
、
科
学
的
精
神
の
「
新

し
い
ク
リ
テ
ィ
カ
」
に
対
し
て
、
修
辞
学
に
基
づ
く
人
文
学

的
精
神
の
「
古
い
ク
リ
テ
ィ
カ
」
の
復
権
を
主
張
し
た
。

　

18
世
紀
の
啓
蒙
時
代
に
哲
学
部
の
教
授
で
あ
っ
た
カ
ン
ト

は
、
最
後
の
著
作
『
諸
学
部
の
争
い
』
の
中
で
、
上
級
学
部

の
神
学
部
、
法
学
部
、
医
学
部
に
対
し
て
、
下
級
学
部
の
哲

学
部
の
立
場
を
擁
護
し
、
神
学・

法
学・

医
学
と
い
う
実
用

的
な
学
問
に
対
し
て
、
国
家
の
要
請
か
ら
自
由
で
理
性
に
基

づ
い
て
根
源
的
な
テ
ー
マ
を
論
じ
る
哲
学
の
復
権
を
訴
え
た
。

　

さ
ら
に
、
米
国
の
独
立
や
フ
ラ
ン
ス
革
命
な
ど
に
よ
っ
て

市
民
社
会
が
成
立
す
る
と
、
自
然
科
学
の
方
法
論
を
準
用
し

て
社
会
を
分
析
し
よ
う
と
す
る
「
社
会
科
学
」
が
興
っ
て
き

た
。
そ
の
先
駆
は
ア
ダ
ム・

ス
ミ
ス
の
「
経
済
学
」
で
あ
る
。

「
経
済
学
の
父
」
ア
ダ
ム・

ス
ミ
ス
は
、
出
発
点
で
「
修
辞
学

講
義
」「
法
学
講
義
」「
哲
学
史
」
を
論
じ
、
道
徳
哲
学
で
『
道

徳
感
情
論
』
と
『
国
富
論
』
を
論
じ
て
出
版
し
た
。
そ
れ
は
、

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
学
問
の
枠
組
み
を
自
然
神
学・

自
然
倫

理
学・

自
然
法
学
に
書
き
改
め
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
弟
子

に
よ
る
偽
書
で
あ
っ
た
「
家
政
学
」（
す
な
わ
ち
「
経
済
学
」）

を
新
た
な
視
点
と
方
法
論
で
書
き
改
め
た
も
の
で
あ
る
。

４　
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
と
科
学
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産
業
革
命
の
19
世
紀
に
入
る
と
、
中
世
以
来
の
大
学
の
教

育
機
能
（
人
間
教
育
と
専
門
職
教
育
）
に
研
究
機
能
が
加
わ
っ

た
。
そ
れ
は
大
き
く
次
の
二
類
型
に
分
か
れ
る
。

　

第
一
に
、
フ
ィ
ヒ
テ
、
シ
ュ
テ
フ
ェ
ン
ス
、
フ
ン
ボ
ル
ト
、

シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
の
大
学
の
理
念
に
基
づ
い
て
、
科

学
的
探
究
を
主
眼
と
し
て
創
立
さ
れ
た
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
類

型
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
研
究
と
教
育
は
一
致
し
、
融
合
す
る

と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
大
学
の
理
念
は
、
ヤ
ス
パ
ー
ス

の
『
大
学
の
理
念
』
に
継
承
さ
れ
、
現
代
で
は
ガ
ダ
マ
ー
の

『
大
学
の
理
念
』
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　

第
二
に
、
こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
英
国
の
ニ
ュ
ー
マ
ン
が

学
長
就
任
と
前
後
し
て
「
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
」
に
よ
る
人
間

教
育
（
一
九
世
紀
の
表
現
で
は
「
紳
士
教
育
」）
を
目
的
に
し

た
『
大
学
の
理
念
』
を
語
り
、
出
版
し
た
。
こ
の
大
学
の
理

念
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
オ
ル
テ
ガ
の
『
大
学
の
使
命
』
に
継
承

さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
「
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
」
を
根
幹
に

据
え
、
そ
の
外
側
に
専
門
職
の
「
専
門
教
育
」、
さ
ら
に
そ
の

外
側
に
研
究
所
と
連
携
し
た
科
学
的
探
究
を
置
い
た
。
現
代

で
は
ペ
リ
カ
ン
の
『
大
学
と
は
何
か
』
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。

　

米
国
で
は
、
こ
の
欧
州
の
二
類
型
は
基
本
的
に
リ
ベ
ラ
ル

ア
ー
ツ
教
育
に
よ
る
学
部
教
育
と
科
学
的
探
究
に
よ
る
大
学

院
教
育
と
い
う
二
重
構
造
に
分
か
れ
て
受
け
継
が
れ
た
。
日

本
で
は
、
戦
前
は
欧
州
型
（
旧
制
高
校
／
私
大・

第
二
類
型
、

旧
帝
大・

第
一
類
型
）
の
影
響
を
受
け
、
戦
後
は
そ
の
影
響

が
米
国
型
に
変
貌
し
て
い
る
。

５　
20
世
紀
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
論

　

20
世
紀
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
論
が
出
現
し

た
が
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
は
ハ
ッ
チ
ン
ズ
と
ロ
ソ
フ
ス
キ
ー

の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
論
で
あ
る
。

　

ハ
ッ
チ
ン
ズ
は
20
世
紀
前
半
に
30
代
の
若
さ
で
シ
カ
ゴ
大

学
の
学
長
に
就
任
し
た
。
し
か
し
、
自
分
の
無
教
養
を
恥
じ

て
、
学
長
職
の
忙
し
い
合
間
を
縫
っ
て
古
代
か
ら
近
現
代
に

至
る
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
古
典
を
読
ん
だ
。
そ
の
経
験

か
ら
、
10
年
か
け
て
１
８
０
冊
の
西
洋
の
古
典
を
読
む
「
グ

レ
ー
ト
ブ
ッ
ク
ス
」
と
い
う
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
シ

カ
ゴ
大
学
で
実
践
し
た
（『
偉
大
な
る
会
話
』）。

　

こ
の
手
法
は
、
現
在
の
日
本
の
大
学
で
も
文
学
史
や
思
想

史
な
ど
の
講
義
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
僚
の

ア
ド
ラ
ー
と
共
に
、
経
済
界
の
指
導
者
の
研
修
に
「
グ
レ
ー

ト
ブ
ッ
ク
ス
」
を
取
り
入
れ
て
、
そ
れ
を
実
践
す
る
場
と
し

て
ア
ス
ペ
ン
研
究
所
を
開
設
し
た
。
学
長
退
職
後
は
『
ブ
リ
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タ
ニ
カ
百
科
事
典
』
の
編
纂
と
生
涯
教
育
に
力
を
注
い
だ
。

　

ハ
ッ
チ
ン
ズ
が
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
偉
大
な
魂
と
対
話

し
た
の
に
対
し
て
、
ロ
ソ
フ
ス
キ
ー
は
未
来
へ
と
向
か
う
。

ロ
ソ
フ
ス
キ
ー
は
日
本
や
東
ア
ジ
ア
の
経
済
史
家
で
、
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
文
理
学
院
の
学
長
時
代
に
、
コ
ア・

カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
作
成
の
前
段
階
と
し
て
、
大
学
教
育
を
受
け
た
教
養
人

の
基
準
に
次
の
５
点
を
挙
げ
て
い
る
（『
大
学
の
未
来
へ
』）。

①　

明
瞭
か
つ
効
果
的
に
考
え
て
書
く
。

②　

宇
宙
や
社
会
や
人
間
の
知
識
を
批
判
的
に
考
え
る
。

③　

異
な
る
文
化
や
価
値
観
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で�

き
る
。

④　

倫
理
的
な
問
題
へ
の
理
解
や
判
断
基
準
を
持
つ
。

⑤　

一
つ
の
分
野
に
つ
い
て
、
深
く
探
究
す
る
。

　

こ
れ
は
本
学
も
そ
う
で
あ
る
が
、
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

ポ
リ
シ
ー
や
、
そ
の
前
提
と
な
る
「
大
学
教
育
を
受
け
た
人

間
像
」
が
準
拠
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
文
部
科
学
省
の
最

近
の
「
学
士
力
」
や
「
学
力
の
三
要
素
」
も
、
さ
か
の
ぼ
れ

ば
こ
の
よ
う
な
人
間
像
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に
―
実
践
す
る
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ

　

20
世
紀
後
半
か
ら
の
情
報
革
命
に
よ
る
情
報
社
会
の
中
で
、

大
学
教
育
も
大
き
く
変
貌
し
つ
つ
あ
る
。
一
方
で
は
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
、
他
方
で
は
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が

同
時
に
進
行
し
、
ま
た
地
域
間
格
差
が
大
き
く
な
り
、
地
方

創
生
策
や
地
域
再
生
策
が
採
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

　

現
代
の
大
学
に
は
、
教
育・

研
究
機
能
の
他
に
社
会
貢
献

機
能
と
組
織
と
し
て
の
管
理
運
営
機
能
が
求
め
ら
れ
、
そ
れ

ら
が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
同
時
に
、
社
会
貢

献
は
地
域
貢
献
の
色
彩
を
強
め
、
管
理
運
営
で
は
経
営
的
視

点
を
強
化
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　

日
本
の
大
学
も
、
18
歳
人
口
の
50
％
以
上
が
大
学
に
進
学

す
る
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
段
階
」
に
入
り
、
教
育
機
能
も
大
き

く
脱
皮
し
つ
つ
あ
る
。
大
学
教
育
は
教
育
過
程
の
最
終
段
階

か
ら
生
涯
学
習
の
初
期
段
階
へ
と
位
置
づ
け
直
し
、「
教
育
の

主
体
は
教
員
」
か
ら
「
学
習
の
主
体
は
学
生
」
へ
と
転
換
す

る
。
問
題
発
見
と
解
決
の
方
法
論
を
身
に
付
け
、
大
学
で
の

学
び
と
地
域
社
会
で
の
学
び
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
せ
て
学

ぶ
時
代
に
入
っ
て
き
た
。
こ
う
し
て
、「
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
」

は
「
実
践
す
る
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
」
へ
と
変
貌
す
る
。
だ
が
、

中
世
以
来
の
モ
ッ
ト
ー
「
真
理
は
あ
な
た
が
た
を
自
由
に
す

る
」（
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
８・

32
）
に
変
わ
り
は
な
い
。
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